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1.幌呂地区湿原再生事業の概要
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幌呂地区
ほろろ

1-1. 事業の概要(1/4)

事業実施箇所
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H30

課 題

湿原面積の減少

湿原植生の変容

湿原景観の喪失

1-1. 事業の概要(2/4)

現 象
冠水頻度の減少

地下水位の低下

要 因

幌呂川の河道切替

排水路の整備

幌呂地区湿原再生では、未利用地の再湿原化とハンノキの成長抑制による湿原の再生を目指し、｢未利用排水

路の埋め戻し｣と、｢地盤の切り下げ｣を行っている。

幌呂地区湿原再生

目標達成のための

具 体 的 手 法

未利用排水路の
埋め戻し

地盤の切り下げ

事 業 の 目 標
未利用地の再湿原化

ハンノキの成長抑制

H24 H25 H26 H27 H28H23

幌呂地区自然再生事業の経緯

実施計画検討 事 業 実 施

H29 H30 H31

H24.5実施計画策定
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1-1. 事業の概要(3/4)

未利用排水路の埋め戻し 地盤の切り下げ

具体的手法のイメージ

実 施 前 実 施 前

実 施 後 実 施 後 地盤の切り下げ

外来種（オオアワダチソウ）分布 クサヨシ分布

未利用排水路の埋め戻し
○未利用排水路周辺の地下水位の上昇
○地下水位変動幅の低減
○湿原植生の回復

地下水位

（最高）

（最低）

変動幅 大

変動幅 小

○相対的な地下水位の上昇
○外来種除去
○湿原植生の回復

クサヨシ分布外来種（オオアワダチソウ）分布

表土

泥炭

ヨシ分布

ホザキシモツケ

（地域連携により植樹）

地下水位
地下水位

地下水位

泥炭

（最高）

（最低）
上昇

表土
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1-1. 事業の概要(4/4)

幌呂地区湿原再生事業区域図

区 域 区域別の目標 具体的手法

A区域 未利用地の再湿原化
（湿原植生の再生、湿原面積の回復、湿原景観の復元）

・未利用排水路埋め戻し
・地盤切り下げ

B区域 ハンノキの成長抑制 ・未利用排水路埋め戻し

H28.8.24

施工済

6

H28.8.24



1-2.平成29年度工事実績

平成29年度実施概要
切下げ面積 A=4.4ha
切下げ深 H=0.50m

凡 例

青数字

｢地盤切り下げ深さ｣について

模 式 図

平成24年度から「未利用排水路埋め戻し」 と「地盤切り下げ」を行っており、平成29年度までに、 「未利用排水路埋

め戻し」を約2,500m、｢地盤切り下げ｣を13.6ha実施している。
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H29年度排水路埋め戻し箇所
H28年度排水路埋め戻し箇所
H27年度排水路埋め戻し箇所
H24年度排水路埋め戻し箇所

H29年度地盤切り下げ箇所
H28年度地盤切り下げ箇所
H27年度地盤切り下げ箇所
H26年度地盤切り下げ箇所
H25年度地盤切り下げ箇所
H24年度地盤切り下げ箇所
地盤切り下げ不施工区域
切下げ深さ（cm）

H29年度盛土箇所
H25年度盛土箇所
H24年度盛土箇所40
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2.平成28年度工事の土砂置場の現況について
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2-1.平成28年度工事の土砂置場について

国立公園区域

村
営
鶴
居
牧
野

鶴
居
村

H28幌呂地区事業箇所

ツ
ル
ハ
シ
ナ
イ
川

H28土砂置場

所有者 鶴居村

住所 鶴居村字雪裡

施設名 鶴居村営牧野

用途 放牧地※

※現在は放牧利用していない。

ぼくや

≪これまでの経緯≫
• 平成27年度まで土砂置場としてい
た箇所が使用出来なくなったた
め、鶴居村との協議の結果、平成
28年度は未利用の放牧地を土砂置
場とした。

• 現地はツルハシナイ川より30m以
上離した範囲としたが、第23回釧
路湿原自然再生協議会(H29.2.28)
で、置土法面から土砂が流出しツ
ルハシナイ川に流入する可能性が
あるとの指摘を受けた。

• このため、土砂流出対策を講じ、
モニタリングを実施している。な
お、これ以降置土は行っていな
い。

H28土砂置場位置図

H27までの土砂置場
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2-2.実施した土砂流出対策工について（1/2）

③土砂溜溝

横断図①

置土範囲を囲むように設置

Ｈ28土砂置場

横断図②

対策工位置図

①法面緩傾斜化

②法面緑化

土砂置場の法面が安定するように、法面勾配１：１
であった箇所を１：２に緩傾斜化した。

農 

道 

→

1：
2.0

1：2.05
.
0

ツ
ル
ハ
シ
ナ
イ
川　

→

51.1

測
量
基
線

117.1
55.5

5
,
7

H28土砂置場

横断図②

対策①法面緩傾斜化（H29.3実施）～法面安定化対策～

1：
2.0

元
の
法
面

（参考）法面勾配1：2.0は、堤防と同じ土砂安定勾配
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H29.4.27

法面は安定している

対策後の法面の様子

H29.10.20

H29.9.21



2-2.実施した土砂流出対策工について（2/2）

自然回復による法面植生の活着を基本とした
が、回復が遅かった法尻付近について部分的に緑
化した。

対策②法面緑化（H29.5実施）

1：2.0

農 

道　

→

129.6

68.651.2

測
量
基
線

ツ
ル
ハ
シ
ナ
イ
川　

→ 1：
2.0 H28土砂置場

川からの離れ
30m以上 土砂溜溝

横断図①

対策③土砂溜溝（H29.3実施）

融雪や降雨等により法面から土砂が流出してツル
ハシナイ川へ流入することを防ぐために、置土箇所
の周囲に土砂溜溝を設置した。

1：
2.0

1.0m

1：
0.5

1：
0.
5

1.2m程度

1.
0
m程

度

法面からの流出
土砂を溜める

土砂溜溝

雨水

～土砂流出対策～

土砂溜溝

土砂溜溝

2.0
1.0

H28土砂置場

土砂溜溝
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～土砂流出対策～

設置した土砂溜溝法面緑化後の様子

H29.4.27 H29.5.6

法面緑化対象範囲

H29.6.2 H29.8.14

H29.5.12



2-3.対策前後の状況（H29年度）

対 策 前
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対 策 後

H29.9.11H29.3.6



2-4.平成30年度 土砂置場のモニタリングについて（1/6）

調 査 項 目 時 期 回 数 備 考

現 地 確 認 平成30年4月～ 18回
(5月末までの回数)

現地の状況確認

水 位 観 測 昨年度より継続中
1時間毎の
連続観測 土砂溜溝から水があふれていないか確認

水 質 調 査 平成30年6月4日 1回
土砂溜溝の水質および、
土砂置場周辺の土壌浸出水の水質を確認

■平成30年度モニタリング項目（現在までの実施内容）
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日付 日付

1日 1日 踏査 異常なし

2日 踏査 異常なし 2日

3日 3日

4日 4日

5日 踏査 異常なし 5日

6日 6日

7日 7日 踏査 異常なし

8日 8日

9日 9日 踏査 異常なし

10日 踏査 異常なし 10日

11日 11日 踏査 異常なし

12日 踏査 異常なし 12日

13日 13日

14日 14日 踏査 異常なし

15日 15日

16日 踏査 異常なし 16日

17日 17日 踏査 異常なし

18日 18日

19日 踏査 異常なし 19日

20日 20日

21日 21日 踏査 異常なし

22日 22日

23日 踏査 異常なし 23日

24日 24日 踏査 異常なし

25日 25日

26日 踏査 異常なし 26日

27日 27日

28日 28日 踏査 異常なし

29日 29日

30日 30日

31日 踏査 異常なし

8 10

4月
内容

5月
内容

現地踏査回 現地踏査回

2-4.土砂置場のモニタリングについて（2/6）現地確認実施状況

・平成30年4月～5月に合計18回の現地確認を実施した結果、異常は見られなかった。

現地確認回数合計 18

異常を確認した回数 0

14

日降水量が10mm以上の日
（鶴居）
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2-4.土砂置場のモニタリングについて（3/6） 水位観測

水位観測結果

調査地点位置図 【水位観測】

• 土砂溜溝に水位計を設置し、水位変動を継続把握した。

• 土砂溜溝の水位は天端高を下回ることから、降雨時に土砂置
場側から流入した水は土砂溜溝の中に収まっている。

• このことから、土砂置場からツルハシナイ川への流入は生じ
ていないものと考えられる。

水位計設置箇所の様子

Ｈ29.4.17撮影

土砂溜溝

Ｈ28土砂置場

水位計点検・データ回収

土砂溜溝

H28土砂置場

H29.6.26H29.6.26
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土砂溜溝天端高(=16.82m)

土砂溜溝

土砂溜溝天端高(=16.82m)

冬季結氷による欠測期間
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2-4.土砂置場のモニタリングについて（4/6） 水質調査による影響把握

調査地点位置図

水質調査結果

No.2地点

No.1地点

（No.1・4は、地盤を一部掘削し土壌浸出水を採水）

No.1(掘 削)：土壌浸出水の水質を測定

No.2(土砂溜溝)：土砂溜溝の水質を測定

No.3(土砂溜溝)：土砂溜溝の水質を測定

No.4(掘 削)：土壌浸出水の水質を測定

（No.2・3は、土砂溜溝内のたまり水を採水）

pH

TOC(mg/L)

□ No.1
△ No.2
◇ No.3
× No.4

Ⅰ炭酸ｶﾙｼｳﾑ型 浅層地下水に多い
Ⅱ炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ型 深層地下水に多い
Ⅲ非炭酸ｶﾙｼｳﾑ型 鉱泉・化石塩水の混入を示す
Ⅳ非炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ型 鉱泉、海水の混入を示す

【土砂溜溝および周辺土壌浸出水の水質調査】
•置土による河川への影響把握を目的に、土砂溜溝及び土
砂置場周辺の土壌浸出水の水質調査を実施した。

•一般的な浅層地下水の水質である。
•水質分析結果から、置土によるツルハシナイ川への水質
影響はほとんどないと考えられた。

• pHは6～7程度と、ほぼ中性であった(図1)。
• TOC(全有機態炭素)はNo.4が比較的高い値を
示した(図1)。

• キーダイヤグラムのプロットから、一般的な
浅層地下水の水質を示した(図2)。

図1 水質分析結果

図2 キーダイヤグラム
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2-4.土砂置場のモニタリングについて（5/6）現地確認状況（平成30年6月）

土砂置場法面の異常や土砂溜溝などについ
て、融雪出水後の状況を確認した。
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【盛 土】：法面は植生に覆われている。一部に
裸地や植生密度の低い場所も見られ
るが、盛土形状に大きな変化はみら
れず安定している。

【土砂溜溝】：土砂で埋没することなく、正常に機能
している。

現地確認

1

2

4

3

①北側法面 ②道路側土砂溜溝

③北側法面 ④北側法面



2-4.土砂置場のモニタリングについて（6/6）現地確認状況（平成30年6月）

18

現地確認

⑤西側法面 ⑥南側法面

⑦東側法面 ⑧南側法面

5

6

7

8

土砂置場法面の異常や土砂溜溝などについ
て、融雪出水後の状況を確認した。

【盛 土】：法面は植生に覆われている。一部に
裸地や植生密度の低い場所も見られ
るが、盛土形状に大きな変化はみら
れず安定している。

【土砂溜溝】：土砂で埋没することなく、正常に機能
している。



3.平成30年3月出水の概要＜別冊資料＞
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平成30年3月8～9日の低気圧に伴う
降雨による釧路川の出水概要【速報版】

平成30年3月12日

国土交通省北海道開発局

釧路開発建設部

※本速報に記載されている数値や図表は、平成30年3月12日現在

の速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

資料6-2
別冊資料



釧路川

3月8日から9日にかけ、前線を伴った低気圧が太平洋東部を通過し、釧路川の
流域に断続的に激しい雨が降り続きました。24時間の降水量は、弟子屈（てしか
が）で119mm、標茶（しべちゃ）で87mm、鶴居（つるい）で145mmを観測し、3月
としては統計開始以降で最も多い記録となりました。

気温の上昇に伴う融雪などの要因もあって、釧路川標茶水位観測所では「氾濫危
険水位」を超え、昭和35年3月出水に次ぐ戦後2番目となる水位を記録しまし
た。

この大雨により、標茶町などで浸水被害が発生しましたが、釧路開発建設部で
は、排水ポンプ車による内水排除を行うなど浸水被害の拡大防止に努めまし
た。

釧路開発建設部では、これまで進めてきた河川整備によって水位低下を図りま
した。これにより、今回の出水では、各所で局所的な浸水被害が発生したもの
の、破堤はん濫等の甚大な被害は発生しませんでした。

釧路川（標茶水位観測所） 年最大水位

平成30年3月9日 釧路川における出水概要

標茶水位観測所(KP46.1付近)の状況
平成30年3月9日 17時 最高水位時

アメダス降水量分布図（総降水量）
平成30年3月8日～9日 21時

（一般財団法人 日本気象協会提供）

標茶
雨量観測所

弟子屈
雨量観測所

釧路川

鶴居
雨量観測所

H15以前は測地2000標高（m）に換算
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23.10m

平成30年3月洪水
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今回の出水（速報値）

※速報値のため、数値等は変わる可能性があります

平成28年8月洪水
22.25m
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釧路川の出水状況・浸水状況
釧路川流域では、3月8日の夜から9日にかけての断続的な激しい雨により、釧路川の標茶水位観測所で氾濫危険水位を

超過しました。また、釧路川や新釧路川・オソベツ川の水位観測所5箇所（弟子屈観測所、岩保木水位観測所、広里水位
観測所、鳥取水位観測所、オソベツ水位観測所）において、氾濫注意水位を超過しました。また、標茶町で内水氾濫が発
生しました。

標茶町の避難勧告及び指示の状況

※避難対象者数は、延べ人数であり重複を含みます。
※避難対象者数は、標茶町の速報値情報をもとに算出しています。

釧路川の浸水状況（標茶町付近）

釧路川流域

避難勧告･避難指示を
出した自治体

標茶町

避難勧告、指示
による避難対象者

1,270世帯
2,640人

③

②

①

④

④

①

⑤

⑤

③

②

町道

釧路川に流入する支川が溢れ
道路が浸水（標茶町市街地）

釧路川の増水に伴う内水
（標茶町下オソベツ）

釧路川の状況（標茶町開運橋）

釧路川に流入する支川が溢れ
道路、住宅地が浸水（標茶町市街地）

釧路川の状況（標茶町ときわ橋）

堤内側

標茶町

P2

撮影日時：3月9日17時頃

撮影日時：3月9日18時頃

撮影日時：3月9日15時頃

撮影日時：3月9日10時頃

撮影日時：3月9日14時頃



平成30年3月出水に対し河川整備が水位低減効果を発揮

※速報のため、数値等は変わる可能性があります。

河道掘削、引堤箇所

河川整備による水位低減効果

A

A’

（KP45.0）

水位低減効果 約80cm（推定）
A

A ’
引堤

河道掘削

今回の実測水位（推定値）：21.6m

河川整備が実施されてなかっ
た場合の想定水位H=.22.4m

計画高水位(H.W.L) 

引堤

河道掘削

標茶水位観測所

■標茶町市街地では、洪水時の水位低下を目的とした河川整備が行われてきました。

平成30年3月9日の前線を伴った低気圧による大雨で、釧路川において出水が発生しました。標茶水位観測所では、昭
和35年3月出水に次ぐ、戦後2番目の水位を観測しました。

これまで実施してきた河道掘削や引堤（川の断面を広くするため堤防を引く）などにより、河川整備前と比べ約80cm
の水位低減効果を図ることができました。

仮に河川整備が実施されてなければ、標茶町市街地付近において計画高水位を上回る洪水となり、堤防が破堤した場
合には、約350ha、約1,600戸の浸水が発生したおそれがありました。

※計画高水位は、河川整備の目標としている水位

350ha

0

河川整備

(河道掘削や引堤)

を実施しなかった場合

今回実績

1,600 戸

0

河川整備

(河道掘削や引堤)

を実施しなかった場合

今回実績

釧路川
標茶町市街地

左岸

右岸

オソベツ川

被害が減少 被害が減少

<氾濫面積（左岸）> <被害家屋（左岸）>

河川整備(河道掘削
や引堤)を実施しな

かった場合

河川整備(河道掘削
や引堤)を実施しな

かった場合

今回 今回

河川整備をしなかった場合の浸水想定範囲(平成30年3月出水)

P3

標茶水位観測所



釧路開発建設部の取組

照明車の活動による夜間の排水活動（標茶町市街地） 切迫した環境の中でのリエゾンによる情報収集（標茶町役場）

排水ポンプ車による内水排除活動（下オソベツ） 樋門施設等の確認（樋門操作時の状況）

釧路開発建設部では、昼夜を問わずパトロール等による河川情報の収集や樋門施設等の確認を行い、被害状況の早期発見
に努めました。

標茶町、弟子屈町などに現地情報連絡員（リエゾン）を派遣するとともに、標茶町や弟子屈町へ排水ポンプ車・照明車を派遣し
ポンプ車を稼働し浸水排除を実施しました。

また、釧路川総合水防演習（H28.6）や標茶地区水防災タイムライン（H29～）等の取組により、ホットラインや水位予測情報の
提供などがスムーズに行われ、被害の拡大防止に努めました。

釧路川側

住宅地側

P4

撮影日時：3月9日17時頃

撮影日時：3月9日18時頃

撮影日時：3月9日13時頃

撮影日時：3月9日18時頃



弟子屈

標茶
下オソベツ

沼幌橋

下久著呂

雪裡

幌呂

広里

岩保木

横堤

鳥取

屈斜路湖

摩周湖
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3.52
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下 久 著 呂

平成30年3月低気圧に伴う釧路川の出水概要【速報版】

計画高水位 23.50m

計画高水位 6.51m

・ 下久著呂（久著呂川）、幌呂（幌呂川）観測所で既往最大水位を更新

太 平 洋

計画高水位 5.30m

欠

測

データの

信頼度が低い

年最高水位更新 グラフ凡例

観測水位

計画高水位

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

今年度の値は 第１位

今年度の値は 第３位

今年度の値は 第１位

今年度の値は 第2位

今年度の値は 第4位

今年度の値は 第２位

今年度の値は 第2位

※本資料の数値は3月12日現在の速報値であるため、今後の調査で変更となる場合があります。

水位・流量観測所

水位観測所

年最高水位更新

年最大水位
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S54
310.9

H28
459.91

H30
329.71
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雪裡

幌呂

広里

岩保木

横堤

鳥取

屈斜路湖
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計画高水流量 1200m3/s

計画高水流量 1200m3/s

・下オソベツ（オソベツ川）・下久著呂（久著呂川）、幌呂（幌呂川）観測所で、
既往最大流量を更新

太 平 洋

今年度の値は 第１位

今年度の値は 第3位

今年度の値は 第2位

今年度の値は 第1位

今年度の値は 第2位

グラフ凡例

観測流量

計画高水流量

年最大流量更新

水位・流量観測所

水位観測所

平成30年3月低気圧に伴う釧路川の出水概要【速報版】

年最大流量更新

年最大流量

※本資料の数値は3月12日現在の速報値であるため、今後の調査で変更となる場合があります。
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今年度の値は 第1位
年最大流量更新
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